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読者の声
『地域みっちゃく生活情報誌®』に寄せられた

読者からのお便りをご紹介します。

掲載レスポンス
『地域みっちゃく生活情報誌®』に掲載した

広告の反響をご紹介します。

引っ越してきて1年。ま

だ知らないお店や気

になるお店があって、

毎月楽しみにしていま

す。

（Fさん・20代） 

年をとると食事を作るのが面倒になりま

すが、食べるのは好きで、雑誌を見てお店

に行きます。　 　（Mさん・60代） 

祝100号おめでとうご

ざいます。季節にあった

読み応えのある内容を

いつもありがとうござ

います。

 （Kさん・40代）

謎解きのかき氷特集が特によかった。いつ

もと違って面白かったし、見応えがありま

した。　  （Mさん・60代）

水泳を習う場所が減少

するなか、昨年9月にオー

プンしたスポーツクラ

ブ。夏休み短期水泳教室

を告知したところ、発行

から1週間足らずで定員

10人が埋まりました。教

室に通う子どもの写真

を載せたことで、保護者

からも喜ばれています。

定期掲載いただいてい

る有名餃子チェーン店。

500円以上の注文で、

餃子1人前を無料にす

るクーポンを実施した

ところ、月に100件以

上の利用がありました。

新規顧客獲得と客単価

向上に貢献し、大変満

足いただいています。

万件突破!!44
ダウンロード数

件441,173
2024年7月23日現在

【配布先】

【設置先】

【 仕 様 】

県内全域の幼稚園・保育園・
こども園
産婦人科・小児科・児童館・
図書館・ショッピングモール等
冊子A5版 オールカラー

【発行時期】

【発行部数】

年4回（1月・4月・7月・10月）

みやぎ版／25,000部
群馬版／60,000部
埼玉東版／25,000部

ちば（中部版）／50,000部
ちば（北西部版）／50,000部
岐阜版／60,000部

園児から家庭に直接届く
子育て情報満載のフリーマガジン『ままここっと®』

各戸配布するフリーマガジンへクーポンアプリ「フリモ」
（またはブラウザ版）に繋がるQRコードを搭載することで、
直接、紙には載りきらない店舗情報を近所へ届けます。

店舗情報ページには、
お店が持っているSNSや　
ホームページへジャンプ
できるアイコンを表示！
タップすれば
そのままアクセスできます。

フリーマガジンと連動して
地元にアピール

ウェブへ繋ぐ！

TOPページの下部メニュー“探す”で、
現在地から近くのお店も探せる
便利な絞り込み機能も搭載。
知らなかった近場のお店と出合えるかも！

GoogleMAP連動で
現在地からもお店を探せる!

クーポンアプリ「フリモ」

ダウンロードはこちら
（iPhone/Android）

フリーマガジンに掲載しているクーポンがスマホの中に！
切り取らなくてもスワイプで簡単に使える！

iPhone : iOS14.0以上　Android : 7.0以上

【対応エリア】
【 内 容 】

全国
講演会・研修会・ウェブセミ
ナー・コンサートの企画運営

【登録講師数】
【年間実施件数】

7,000名
400件以上

ゲスト講師、タレント選びからイベント企画立案、
当日の運営までサポートするネットワークサービス「講演会インフォ」

キーワードや、ご予算
ジャンルを絞って
講師を検索できます

※O2O…Online to Offline

vol.228
186,380部
第4火曜日発行

札幌市西区・手稲区
中央区（西部）
小樽市（一部）

道内
総発行部数

928,540部
道内発行
媒体数

6誌

北海道 先月より1,000部増

vol.113
41,500部
20日発行

滝川市・砂川市・赤平
市・歌志内市・新十
津川町・奈井江町

vol.89
40,000部
20日発行

大崎市

vol.112
84,600部
20日発行

仙台市泉区
富谷市

県内
総発行部数

577,530部
県内発行
媒体数

5誌

宮城県 先月より100部増

vol.125
59,000部
20日発行

石巻市・東松島市
女川町

vol.106
58,830部
20日発行

名取市・岩沼市
亘理町・柴田町
大河原町

vol.221
229,675部
第4火曜日発行

札幌市豊平区・清田
区・南区・中央区（東
部）・北広島市大曲

vol.192
236,370部
第4火曜日発行

札幌市北区・東区

vol.218
173,615部
第4火曜日発行

札幌市白石区・厚別区
中央区（創成川より
東）・江別市大麻地区

11,367,850
※情報は2024年7月発行号に基づき掲載しています　※VC発行エリアを含む　※世帯到達率は配布部数を7月24日現在の各県が公表している世帯数で割り算出
※一部イレギュラーな発行に伴い8月に流通していないものを含む　※発行日は月により変動する可能性がございます。詳細はお問い合わせください
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県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

2誌

奈良県

43,000部
28日発行

橿原市
vol.81

135,000部
第2金曜日発行

奈良市・生駒市・平
群町・京都府木津川
市・精華町vol.633

奈良版

県内
総発行部数

225,450部
県内発行
媒体数

2誌

山形県

335,100部
26日発行

仙台市泉区・青葉区・若
林区・太白区・宮城野区
富谷市・名取市・岩沼市
塩竈市・多賀城市・石巻
市・東松島市・大和町・柴
田町・七ヶ浜町・利府町

vol.1739
宮城版

143,450部
26日発行

山形市・上山市・東村山郡
山辺町・村山市・天童市・
東根市・尾花沢市・北村
山郡大石田町・寒河江市・
西村山郡河北町・西川町
・大江町・朝日町・中山町

vol.8
山形

vol.110
52,000部
25日発行

古河市・境町
栃木県野木町

vol.234
130,000部

月末発行

つくば市・土浦市
牛久市
（ひたち野エリア）

県内
総発行部数

86,300部
県内発行
媒体数

2誌

福島県

vol.100
53,300部
25日発行

須賀川市・鏡石町・天栄村
玉川村・石川町・浅川町
矢吹町・古殿町・平田村

県内
総発行部数

338,000部
県内発行
媒体数

5誌

茨城県

vol.134
44,000部
25日発行

筑西市・下妻市
結城市

vol.177
62,000部
25日発行

日立市

vol.129
50,000部
25日発行

鹿嶋市・神栖市
潮来市

県内
総発行部数

52,000部
県内発行
媒体数

1誌

栃木県

vol.98
52,000部
25日発行

小山市

vol.22
33,000部
25日発行

白河市・西郷村
泉崎村・中島村

vol.101

82,000部
20日発行

【東南おきたま版】
60,000部

【東南おきたま版】
米沢市・南陽市
高畠町・川西町

【西おきたま版】
22,000部

【西おきたま版】
長井市・白鷹町
飯豊町・小国町

静岡市駿河区

vol.111

vol.108
75,830部

第3または第4土曜日

vol.146
34,300部
最終土曜日発行

富士宮市
富士宮版

79,440部
第3または第4土曜日

静岡市葵区

駿河区版

vol.126
63,000部
25日発行

伊勢崎市

vol.321
120,000部

25日発行
高崎市

120,000部
25日発行

【北西版】
65,000部

【北西版】
前橋市・吉岡町

【南東版】
55,000部【南東版】前橋市

vol.126

vol.81
50,000部
25日発行

桐生市・みどり市

全国で配布しているフリーマガジン
『地域みっちゃく生活情報誌®』への

広告出稿の見積作成、問い合わせが可能！

「HAPPY MEDIA GUIDE」

また、「初めての出稿なので、
もっと細かく相談したい！」や

「成功事例について詳しく聞きたい！」など、
地域での販促に関するご相談もサイト内
「お問い合わせ」よりご連絡ください。

情報誌見積サイト

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

サイトで今解決！

サイズ別料金が知りたい！
見積もりが今スグ欲しい！

N
E
W

vol.243
21,000部
25日発行

南アルプス市
富士川町

34,000部
20日発行vol.132

韮崎市・北杜市

vol.189
36,260部
25日発行

土岐市・瑞浪市

中津川市・恵那市
vol.215

44,600部
25日発行

vol.243
44,970部
25日発行

多治見市

vol.350

75,520部
25日発行

【かに版】
44,270部

【かに版】
可児市・御嵩町

【かも版】
31,250部

【かも版】美濃加茂市・八百津町
坂祝町・川辺町・七宗町
白川町・富加町・東白川村

vol.213
42,777部
20日発行

関市・美濃市

vol.240

vol.89
24,990部
25日発行

羽島市

vol.209
44,993部
20日発行

本巣市・瑞穂市
北方町・大野町

59,800部
20日発行

各務原市

vol.256

94,460部
25日発行

【南東版】
46,652部

【南東版】大垣市南
東部、海津市、養老町
輪之内町、安八町

【北西版】
47,808部

【北西版】大垣市北西
部、揖斐川町、池田町、神
戸町、関ケ原町、垂井町

県内
総発行部数

510,270部
県内発行
媒体数

8誌

静岡県

vol.341
61,900部

月末発行
沼津市

vol.379
71,700部

月末発行
富士市

vol.293
69,200部

月末発行
三島市・清水町
長泉町・裾野市

富士版

沼津版

三島市・清水町
長泉町・裾野市版

81,000部
25日発行

vol.188
20,000部
20日発行

郡上市

県内
総発行部数

740,851部
県内

世帯到達率

88.5％
県内発行
媒体数

12誌

岐阜県 先月より160部増

vol.341
56,000部
28日発行

高山市・飛騨市
下呂市・白川村

県内
総発行部数

81,000部
県内発行
媒体数

1誌

長野県

vol.392

諏訪市・茅野市
岡谷市・下諏訪町
原村・富士見町

県内
総発行部数

県内発行
媒体数

群馬県
県内

世帯到達率

55.3％
県内

総発行部数

403,000部
県内発行
媒体数

5誌

群馬県

vol.89
50,000部
25日発行

太田市

vol.647
174,985部
第1または第2金曜日発行

所沢市・入間市・狭山市・飯
能市・川越市・ふじみ野市
三芳町・富士見市・日高市埼玉西版

県内
総発行部数

1,066,315部
県内発行
媒体数

9誌

埼玉県 先月より290部増

県内
総発行部数

528,090部
県内発行
媒体数

1誌

神奈川県 先月より40部増

vol.113
52,000部
第4月曜日発行

久喜市

vol.104
62,000部

1日発行
熊谷市

vol.47
44,000部
20日発行

深谷市

vol.113
56,400部
第4月曜日発行

羽生市・加須市
行田市

33,928部
25日発行vol.194

敦賀市・美浜町

63,000部
20日発行vol.106

上越市・妙高市

県内
総発行部数

33,928部
県内発行
媒体数

1誌

福井県

県内
総発行部数

181,000部
県内発行
媒体数

3誌

新潟県 先月より2,500部増

64,000部
25日発行vol.124

三条市・燕市
加茂市・弥彦村

54,000部
30日発行vol.76

新発田市・村上市（一部）
新潟市北区（豊栄） 
胎内市・聖籠町

528,090部
19日発行

横浜市磯子区・港北区・神
奈川区・中区・南区・港南
区・鶴見区・中原区・青葉区
・緑区・都筑区・旭区・保土
ヶ谷区・川崎市幸区・川崎
区・東京都大田区・品川区

vol.1738
横浜北東・川崎南・大田区版

vol.1737
81,440部
12日発行

志木市・新座市
朝霞市・和光市

vol.1737
134,730部

12日発行
足立区・葛飾区

東京北東版

vol.1737
248,040部

12日発行

戸田市・川口市・蕨市・さい
たま市浦和区・南区・緑区
岩槻区・桜区・中央区

埼玉南西版

埼玉南版

vol.1736
159,830部

5日発行

さいたま市西区・岩槻区
大宮区・見沼区・北区
上尾市・蓮田市・桶川市

vol.1736
187,620部

5日発行

越谷市・春日部市
草加市・吉川市
三郷市・八潮市埼玉東版

都内
総発行部数

186,200部
都内発行
媒体数

2誌

東京都 先月より83,620部増

vol.1737
51,470部
12日発行

練馬区

埼玉中央版

東京北西版

82,000部
25日発行vol.243

甲府市・甲斐市
中央市・昭和町

37,000部
25日発行vol.144

笛吹市・山梨市
甲州市

県内
総発行部数

174,000部
県内発行
媒体数

4誌

山梨県

vol.134
26,341部
28日発行

尾鷲市・紀北町
熊野市・御浜町
紀宝町 

vol.166
64,940部
28日発行

伊勢市・鳥羽市
玉城町・度会町

vol.196
104,229部

28日発行
津市

vol.191
73,405部
28日発行

松阪市・多気町
明和町・大台町

vol.105
20,700部
25日発行

志摩市

県内
総発行部数

460,488部
県内

世帯到達率

74.2％
県内発行
媒体数

6誌

滋賀県 先月より50部増

vol.207
56,900部
25日発行

長浜市・米原市

vol.232
68,817部
25日発行

彦根市・多賀町
甲良町・豊郷町
愛荘町

vol.162

75,328部
25日発行

【近江八幡版】
35,218部

【近江八幡・竜王版】
近江八幡市
竜王町

【東近江版】
40,110部

【東近江版】
東近江市

vol.71

114,484部
25日発行

【草津版】
44,991部

【草津版】
草津市

【栗東版】
24,500部

【栗東版】
栗東市

【守山・野洲版】
44,993部

【守山・野洲版】
守山市・野洲市

24,999部
25日発行

甲賀市・湖南市
vol.65

vol.1191
114,000部
第3金曜日発行

守口市・門真市
大阪市旭区（一部）

京阪南版

京阪北版

府内
総発行部数

57,000部
府内発行
媒体数

1誌

京都府

府内
総発行部数

823,650部
府内発行
媒体数

4誌

大阪府

57,000部
10日発行

宇治市・城陽市京都版

vol.216

285,000部
第4金曜日発行

枚方市・寝屋川市・交
野市・四条畷市・京都
府八幡市・京田辺市

京阪南版

vol.141

119,960部
25日発行

【北部版】
55,100部

【北部版】
大津市北部・高島市

【南部版】
64,860部

【南部版】
大津市南部

泉州版

vol.877

vol.1229

184,650部
第1金曜日発行

高石市・和泉市・泉大津市・忠岡町
岸和田市・貝塚市・熊取町・泉佐野
市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

vol.74
240,000部
第4金曜日発行

堺市・大阪狭山市・富田
林市・河内長野市・松原
市・羽曳野市・藤井寺市

南大阪版

県内
総発行部数

40,000部
県内発行
媒体数

1誌

和歌山県

vol.94
40,000部
20日発行

岩出市・紀の川市

vol.216
84,800部
28日発行

鈴鹿市・亀山市

vol.156
55,561部
28日発行

名張市・伊賀市

【配布先】
【 仕 様 】
【発行エリア】

高校の生徒に配布
冊子A4 オールカラー
山形県、群馬県、岐阜県、愛知県、三重県、
滋賀県、鳥取県

進路選びを応援する
高校生のための就職応援メディア『Start！』

1カ月で
100件以上の
クーポンバック

発行後1週間で
定員に達する
訴求効果！

vol.73

清水区版

51,000部
20日発行

藤枝市

vol.80
66,900部

第3または第4土曜日
静岡市清水区

中川版

vol.166 83,800部

83,200部

南区版

vol.143 52,600部

西区版

vol.164 54,565部
中村版

vol.168 58,700部

名東版

vol.148 63,000部

港区版

vol.160 60,450部

北区版

vol.160 59,700部

vol.150 vol.14468,200部

天白版

vol.144 56,350部

愛知県 先月より750部増
県内

総発行部数

2,321,204部
県内

世帯到達率

65.8％
県内発行
媒体数

34誌

vol.1
120,000部
最終金曜日発行

豊橋市・豊川市
田原市・新城市

中央版 vol.40

名古屋市総発行部数

825,765部
市内世帯到達率

68.6％

第4木曜日発行

185,200部

【中・東エリア】
34,000部中区・東区

【昭和・千種エリア】
92,475部昭和区・千種区

【熱田・瑞穂エリア】
58,725部熱田区・瑞穂区

名古屋市

115,600部
末日発行

豊田市
vol.94

vol.145
64,900部
第4金曜日発行

尾張旭市
瀬戸市

41,300部
第3金曜日発行

西尾市
vol.104

23,100部
第3金曜日発行

みよし市
vol.81

60,000部
第3金曜日発行

刈谷市

26,610部
第3金曜日発行

豊明市

vol.113

vol.97

39,700部
第4金曜日発行

長久手市
日進市北部vol.101

37,950部
第4金曜日発行

日進市南部
東郷町vol.88

28,700部
第3金曜日発行

知立市
vol.82

清須・あま版
vol.85

66,900部
末日発行

清須市・あま市

vol.290
207,900部

20日発行
一宮市
稲沢市 

vol.69
59,900部
28日頃発行

津島市・大治町
蟹江町・愛西市

60,000部
第4金曜日発行

小牧市・豊山町

114,900部
第4金曜日発行

春日井市

vol.145
35,079部
第4金曜日発行

犬山市・扶桑町
大口町

vol.137
60,200部

末日発行
江南市・大口町
扶桑町

vol.26
61,500部
第3金曜日発行

岡崎市

vol.245
72,950部
25日発行

半田市

vol.41
40,300部
第3金曜日発行

安城市

vol.42
65,000部
第4金曜日発行

大府市・東海市
東浦町

vol.119
57,950部

末日発行
岩倉市
北名古屋市

海部・津島版

岩倉・北名古屋版

vol.113

vol.137

県内
総発行部数

624,654部
県内

世帯到達率

79.8％
県内発行
媒体数

9誌

三重県

vol.221
70,640部
28日発行

桑名市・いなべ市
東員町・木曽岬町

vol.1
35,000部
第４金曜日発行

蒲郡市
額田郡幸田町

vol.2
61,000部
第4木曜日発行

千歳市・恵庭市

江南・大口・扶桑版

vol.183

196,481部
20日発行

【北部版】
76,484部

【北部版】
岐阜市北部
山県市

【南部版】
119,997部

【南部版】
岐阜市南部
岐南町・笠松町

葵区版

甲府・甲斐
中央・昭和版

増
刷

vol.125
60,200部
第4月曜日発行

米子市・境港市・日
吉津村・南部町・伯
耆町・島根県安来市

39,200部
第4月曜日発行

倉吉市・三朝町
湯梨浜町・北栄町
琴浦町vol.101

県内
総発行部数

69,000部
県内発行
媒体数

1誌

香川県

69,000部
25日発行

丸亀市・宇多津町
坂出市（一部）・多度
津町（一部）・まんの
う町（一部）・琴平町
（一部）・善通寺市（
一部）

vol.106

県内
総発行部数

38,030部
県内発行
媒体数

1誌

高知県 先月より100部増

県内
総発行部数

166,700部
県内発行
媒体数

3誌

福岡県 先月より200部増

vol.117
38,000部
20日発行

古賀市・新宮町

vol.111
64,000部
20日発行

福岡市西区

vol.145
64,700部
20日発行

宗像市・福津市

38,030部
25日発行

南国市
香南市・香美市vol.100

県内
総発行部数

163,400部
県内

世帯到達率

69.0％
県内発行
媒体数

3誌

鳥取県

vol.137
64,000部
第4月曜日発行

鳥取市

vol.393
83,100部
25日発行

宮崎市・高鍋町
西都市・都城市
延岡市

県内
総発行部数

148,150部
県内発行
媒体数

2誌

佐賀県 先月より103,650部増

vol.110
44,500部
25日発行

鳥栖市・基山町
上峰町・みやき町

県内
総発行部数

50,000部
県内発行
媒体数

1誌

大分県

50,000部
25日発行

臼杵市・津久見市
佐伯市・大分市東部

県内
総発行部数

83,100部
県内発行
媒体数

1誌

宮崎県

県内
総発行部数

32,000部
県内発行
媒体数

1誌

沖縄県

vol.53
32,000部
25日発行

宮古島市

西区版

103,650部
月末発行vol.443

佐賀市

西区・手稲区版

豊平区・清田区
南区版

北区・東区版

白石区・厚別区版

一宮・稲沢版

23
周
年

12
周
年

12
周
年

12
周
年

8
周
年

7
周
年

6
周
年 vol.202

124,038部
28日発行

【北部版】
59,048部

【北部版】
四日市市北部
朝日町・川越町

【南部版】
64,990部

【南部版】
四日市市南部
菰野町

https://www.happymedia.jp/
https://kouenkai.info/
https://apps.apple.com/jp/app/%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%A2-%E3%81%8A%E5%BE%97%E3%81%AA%E3%82%AF%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%83%B3%E3%82%92%E6%8E%A2%E3%81%9B%E3%82%8B%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA/id1559537559?mt=8


Chuco Works

観光コンテンツを活かしたスタンプラリーを実施

沖縄県『宮古ストーリー』株式会社アートアベニュー

40代～50代男性を魅了する広告戦略 地域みっちゃく
生活情報誌®

巻頭特集に付随した広告提案で効果を最大化

地元ロータリークラブの周年をPR

地域貢献活動を可視化するPR戦略

N0.127部署だより

　2024年の夏季休暇は、お盆前の３連休と合

わせて９連休になる企業が多いようです。（当社

は16日は営業いたします！）

　近年はテレワークの普及や柔軟な勤務体制の

導入により、長期休暇が取得しやすくなっていま

す。多くの企業が従業員のワークライフバランス

を重視し、夏季休暇の延長や有給休暇の取得を

推奨していることも、この傾向を後押ししている

ようです。

　しかし、この長期休暇が思わぬ事態を招いて

います。そう、9月号の情報誌の校了日が、皆さん

の夏季休暇に重なってしまうのです！

　そこで、多くの情報誌では校了日を前倒しして

います。皆さんに気持ちよく休暇を迎えていただ

けるよう、社員一同、原稿制作から校了まで全力

で取り組みます。駆け込みでの依頼も、ぜひお気

軽にご相談ください。

（広報・マーケティング担当　岡本）

　宮古島の特産品直売所「島の駅みやこ」では、毎年宮古島産マ

ンゴーの販促プロモーションを行ってきました。今年は『宮古ス

トーリー』7月号の巻頭特集と連動し、宮古島産マンゴーを提供し

ている飲食店を巻き込んだデジタルスタンプラリーを実施。観光

協会や商工会議所などへの後援依頼、ポスター、スタンプラリー

の制作、広告営業など、企画運営全体を弊誌で担当しました。

　今年創立50周年を迎える、可児ロータリークラブ。

「長年の地域貢献活動を地域の皆さんにもっと知って

ほしい」との相談を受け、 岐阜県可児市・美濃加茂市

近郊で発行する『かにさんくらぶ』7月号での表紙、巻

頭特集および連動企画を提案、実施いたしました。 

　巻頭特集ではこれまでの活動内容や50周年記念

事業､今後の目標などを紹介。 地域への貢献を具体的

に伝えることで、ロータリークラブの活動を深く理解

していただける内容としました。 

　さらに、「この地域を支える、元気企業」として、加盟企業を記事広告形式で紹介す

る企画も実施。普段はBtoBで活動し、エンドユーザーとの接点が少ない企業も、仕事

や地域に対する思いを発信する機会となりました。同企画では18社以上の企業に賛

同いただき、表紙、巻頭特集と合わせて見応えのある誌面となりました。

　周年事業をはじめとするパブリックイメージの向上や、地域に特化した認知向上

は当社にお任せください。

 （かにさんくらぶ編集室・光田）

 　IT人材不足が叫ばれるなか、愛知県においても

デジタル推進の担い手不足は深刻です。この状況を

打開したいという株式会社テイエスケイ中部から、

「未来を担う子どもたちがデジタルに興味を持つ

きっかけをつくりたい」という要望を受け、小学生

向けデジタル体験教室を企画・運営いたしました。

　ヒアリングで得た希望内容をもとに、同社社員が講師を務める授業を提案。ゲー

ム感覚でITを学べる機材を用いることで、子どもたちのデジタルへの興味を自然

と引き出す内容にしました。授業は学童保育の場を活用し、小学校との調整も当社

が担当して、安心して実施できる環境を整えました。

　参加いただいた子どもたちはもちろん、講師を務めた社員からも「自分たちの知

識を活かせてうれしい」「子どもたちの笑顔が見られてよかった」と、喜びの声が寄

せられました。

　小中学生のキャリア教育サポートに力を入れる当社では、関連業務のさまざま

な知見があります。ご興味がある企業の皆さんはぜひお問合せください。

（名古屋SP2課・宮西）

　滋賀県草津市・栗東市・守山市・野洲

市で発行する『湖南フリモ』7月号巻頭

特集では、栗東市出身の人気漫画家、

森田まさのり先生を取り上げました。

　代表作『ろくでなしBLUES』

『ROOKIES』が『週刊少年ジャンプ』に

連載されていた1988年～2003年当

時、夢中になって読んでいた世代は現

在40代～50代。今回の巻頭特集は、そんな皆さんの青春時代を彩った作品の魅力を

再発見し、当時の熱い気持ちを呼び起こす内容です。

　巻頭特集と連動し、40代～50代男性の心を掴む企画として、バイク販売大手のレッ

ドバロンにもご協力いただきました。イメージが湧きやすいよう、巻頭特集の対向ペー

ジに広告を掲載したビジュアル見本を提示したところ、担当者が同世代だったことも

あり、即決で掲載が決定しました。

　今後も読者の心に響く情報誌づくりを目指し、掲載したくなるコンテンツを考えて、

反響の出る誌面作成をしていきます。    　　　　　　　   （湖南フリモ編集室・馬場）

葬儀の疑問をコラムで解消

「いざ」というとき、選ばれる存在へ
　名古屋市内で40年以上の歴史を誇る葬儀会社。

『NAGOYA FURIMO北区版』5月号より、年間で掲載

いただいています。

　葬儀は人生で必ず向き合うテーマでありながら、普

段は考えたくないと感じる人も多いのではないでしょ

うか。そこで、毎号9割以上の読者が手に取る『地域

みっちゃく生活情報誌®』を活用。読者が何気なくペー

ジをめくるなかで、自然と葬儀に関する情報に触れる

機会を創出しています。

　掲載内容は、毎月テーマを変え、「家族葬と一般葬の違い」「葬儀の流れ」「終活の

ススメ」など、いざというときに役立つ知識を提供。葬儀に関する不安や疑問を解

消しながら、クライアントの認知度向上と信頼関係の構築に貢献しています。

　生活圏エリアごとに情報誌を発行する当社では、サービス内容やターゲット層、

商圏に合わせ、最適な掲載誌と掲載プランを提案いたします。地域に根差した広報

活動をご検討中の企業の皆さんは、ぜひお気軽にご相談ください。　　　　      

　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （名古屋AP課・岩本）

　最終的に33店舗に参画いただき、巻頭特集ページを抜き刷

りパンフレットとして観光客向けに空港等で配布したり、既存

のLINEスタンプラリーを活用したりするなど複合的な企画と

なった結果、開始3週間で約900人が参加。まだ期間中です

が、参画店舗数・ユーザー数ともにクライアントから評価いた

だいております。

編集後記

システム会社の出前授業を企画・運営

未来のIT人材育成をサポート

FM事業部
『フリモかわら』編集室

▲『フリモかわら』編集室スタッフ

◀こちらのサイトで小説の連載が
　お読みいただけます

　愛知県碧南市・高浜市で親しまれてきた『フリ

モかわら』。休刊から1年を経て、2024年9月号

よりリニューアル創刊いたします。

　西三河地区の西端に位置するこのエリアは、

港への近さから港湾都市としての顔を持ちま

す。広大な工場や倉庫が立ち並び、100年以上

の歴史を持つ老舗企業が地域経済を支えてい

ます。中でも、日本三大瓦のひとつである三州瓦

の産地として知られ、生産量は日本有数を誇り

ます。

　『フリモかわら』という誌名は、かつて人々が情

報交換に活用した「かわら版」に由来します。地

域に密着した情報を発信し、人と人とのつながり

を深める媒体でありたいという願いが込められ

ています。9年以上にわたり、地域の皆さんの生

活に寄り添い、愛されてきた雑誌名を引き継ぐこ

とには、プレッシャーもあります。この名前に恥

じぬよう、地域のシンボルである瓦のように、地

域に根差した情報誌を目指してまいります。記念

すべき第1号は、8月23日発行予定です。

  （フリモかわら編集室･酒井）

第52回岐阜広告協会賞 銀賞受賞
【多治見市観光パンフレット外国語版】
　多治見市からの委託で制作した外国語版の観光パ

ンフレットが、第52回岐阜広告協会賞のグラフィック

広告部門で銀賞を受賞しました。陶芸を通じて得られ

る「リトリート（自分に向き合うこと）」の効果が海外で

注目されていることから、作陶体験ができる施設など

を中心に紹介する内容となっています。

　アートディレクションは、クリエイティブ部のデザイ

ナーが担当。美濃焼の質感が伝わるアーティスティッ

クな表紙、冊子全体の流れを鑑みた色遣いなど、当社

のクリエイティブ力を結集し、多治見市の魅力を世界

に発信するお手伝いができることを誇りに思います。

（クリエイティブ部・山口）

2023中日新聞エリア広告賞 優秀賞受賞
【岐阜県瓦葺組合創立50周年企画】
　中日新聞地方版に1年間に掲載された企画広告のうち、

優れた作品に与えられる中日新聞エリア広告賞。瓦屋根の

専門家集団である岐阜県瓦葺組合の創立50周年を記念

した企画広告が、2023中日新聞エリア広告賞・岐阜の部

で優秀賞を受賞しました。

　受賞作品は、地震や台風などの自然災害に強い瓦屋根

の安全性、快適性、経済性といった魅力を分かりやすく紹

介しています。さらに、悪質な屋根工事業者による被害を

防ぐための注意喚起を促すなど、消費者保護の観点も高

く評価されました。また、エリアごとに加盟店情報を掲載

し、読者がすぐに相談できるよう工夫しています。

（岐阜SP部・野々村）

　名古屋が舞台の日本最大級の踊りの祭典、にっぽん

ど真ん中祭り（通称：どまつり）。出演者向けのオリエ

ンテーションにて、当社発の連載小説『女子大小路の

名探偵 新章』が、どまつりを舞台に展開する旨を発表

しました。大島社長と著者の秦建日子先生が「実名で

出演したい人は？」と問いかけると多くの挙手が。実

在の方が被害者となる展開も⁉連載中の物語は、過

去分と併せてウェブサイトにてお読みいただけます。

（広報・マーケティング担当　岡本）

▲7月号スタンプラリー誌面

にっぽんど真ん中祭り参加者オリエンにて発表

地域みっちゃく
生活情報誌®

イベント

地域みっちゃく
生活情報誌®

　今年も熱中症のニュースを耳にするようになり、猛暑が予想されます。 そんな暑さのなか、広告業

を通して「地域社会への貢献」を理念としている当社は、一つでも多くのハッピーな情報を地域に届け

るため、全国各地でスタッフが奔走しています。  

　日々奮闘する仲間たちに感謝と激励を込め、総務人事部ではハッピーメディア®にちなんで「ハッ

ピードリンク」と命名し、全国64拠点に毎年スポーツドリンクを配布しています。今年で5年目のこの

取り組み、これからも地域のために頑張る仲間たちがより働きやすい環境を整えていきます。

（管理本部・酒井）

ハッピードリンクで営業現場をサポート

https://jdkm2.hm-novel.jp/novel/


https://chuco.co.jp/related-sites/



